
4.4監視カメラ用輝度補正アルゴリズム
特徴

• 動画処理のためのハードウェアアルゴリズム
• 輝度分布幅の大きい対象でも適正に撮影
• フレーム毎に明るい部分／暗い部分にあわ
せて撮影し、画像を合成
• 適応的処理で細部の輝度を自然に再現

目 的

逆光が強い場所や光線状態が
刻々と変化する場所での撮影を
可能とする、監視カメラ用ワイドダ
イナミックレンジ化ハードウェアア
ルゴリズムの開発。

暗い部分にあわせて撮影

明るい部分にあわせて撮影

画像合成 色彩補正

ハードウェア諸元
• NTSC相当動画のリアルタイム処理が可能
• 色彩補正パラメタなどが設定可能
• ５ステージ２段パイプライン
• クロック約32MHz、規模約7kゲート

応用例
明暗の差が大きい
駐車場の監視カメラ等

明暗部とも再現された画像



4.5 適応的な輝度補正アルゴリズム

・照明の変化が大きい

・逆光が強い

などの状況で撮影された画像
の明るさを適応的に補正する。

従来利用されるトーンカーブ
補正は、画面に対して一様の
処理を行うため、上記状況の画
像には適さない処理である。

本手法は、照明の暗い領域を
明るく、照明の十分な領域はそ
のまま、といった適応的な輝度
補正を行う。

概要

入力画像

輝度補正した画像



ディジタル静止画の輝度補正



4.6 地上ディジタル放送用 １セグ専用OFDM復調器

・携帯受信端末用設計
・高速フェージング環境において良
好 な受信が可能

諸元

• Mode： 2・3対応，QPSK, 16QAM対応

• ガードインターバル： １／４、１／８、１／１６

• クロック： 複数クロックに対応

• 8bit A/Dコンバータ入力

• ICI（Inter Carrier Interference）、

CPE（Common Phase Error）除去機能

• 伝搬路推定機能



日経エレクトロニクス 2003年8月18日号より




	第4回産学官連携推進会議 「大学発ベンチャーの支援と発展」
	1．大学革命：大学使命の変遷
	2．パラダイムシフト - 産学連携の新局面 -
	2.2 破壊的技術の出現：Disruptive Intrusion
	2.3 産官学連携の変遷
	売上/助成事業費/投入工数
	シンセシスの役割
	シンセシスの光
	シンセシスの影
	 4.　ビジネス成果　4.1 MPEG-4 / H.263 CODEC IP
	4.2  MPEG-4 コーデック / H.264 デコーダ 　（現在開発中)
	H.264 の目標
	ターゲットアプリケーション
	地上波デジタル放送
	次世代DVD
	4.3 JPEG2000/Motion JPEG2000 CODEC JPEG2000 （ウェーブレット変換を用いた次世代画像符号化アルゴリズム) CODECを開発
	JPEG2000 vs. JPEG
	解像度・圧縮率のスケーラビリティ
	4.4 監視カメラ用輝度補正アルゴリズム
	ディジタル静止画の輝度補正
	4.7  IEEE802.11i 暗号処理コア　組込みシステム向け無線ＬＡＮ暗号処理回路



